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 遷流寺の子育観音と摩多羅神 

 遷流寺の境内にある子育観音（写真 

右）は、遷流寺十二世住職の浄運和尚 

が、寛政１０年（１７９８）に高遠の 

石工につくらせたもので、切れ長の目 

と眉で少し微笑をたたえ、やさしく子 

どもを抱いている石仏です。 

 遷流寺の子育観音は、安産、夜泣き、 

寝小便など子育てのいろいろな悩みを 

取り除いてくれる観音様として、願掛けに多くの人が訪れ、願

いがかないお願生果しには、そばがしんぜられたようです。 

 摩多羅神（まだらじん写真下）は、天台宗であがめる神で、

円仁が唐から帰国する船のなかで現れたと伝えられ、常行三昧

堂の守護神として祀られています。 

 摩多羅神は、疫病退散の神としても祀られ、地域によっては、

大黒天（大国主命）と習合し、

三面六臂の像となりました。 

                遷流寺の摩多羅神は、江戸

時代後期の文化年間に悪疫

が流行した際、十四世の隆法

和尚が、役病除けとして西国

から勧請しました。 
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 ２日、投開票でおこなわれた東京都議選で、都民ファ

ーストの会が４９議席を得て、第１党となり、自民党は

過去最低となる２３議席にとどまり歴史的惨敗を喫し、

安倍政権にきびしい審判が下されました。 

                  日本共産党は、

現有１７議席から

１９議席へと２議

席前進しました。 

 介護老人保健施設とねに併設されている、「とね診療

所」が施設から独立し、旧利根中央病院第２駐車場（西

側駐車場跡）に「利根中央診療所」として開設されます。 

 １１月の開設にむ 

け、工事がすすめら 

れています。 

 「利根中央診療所」 

では、地域のかかり 

つけ医療機関として、 

地域に身近な診療所 

をめざします。 

 大東議員は６月定例市議会で、沼田高校の管理教室棟と屋内運動場が国 

登録有形文化財となったり、利根軌道がブラタモリで紹介されたことなど 

から、市内に残る近代化遺産を調査し、保存するよう求めました。 

教育長は、「平成２年度から県教育委員会がおこなった調査で４５件、 

沼田市史による調査で、旧市内の２５件の建物の調査がおこなわれた。こ 

れらを基礎資料として地元からの情報や文化財調査委員の意見も聞きな

がら調査について検討したい」と答えました。 

近代化遺産の保存と活用について教育長は、「条件が整えば市の文化財

に指定したり、国の登録有形文化財に推薦したい」と答えました。 

 ６月定例市議会に提案された一般会計補正予算では、市長や職員が８月

にタイ国グラビ―県を訪問するための予算やテラス沼田に設置される歴

史資料館の開設準備のための予算など、総額３，２５６万１，０００円が

追加されました。 

 歴史資料館の開設準備に学識経験者による展示資料、展示の方法などに

ついてアドバイスを受けるための謝礼として、１７万７，０００円が計上

されました。 

 図書館が開設する時には準備室が設置されていたことから大東議員は、

「歴史資料館の開設のための準備室を設置するのか」と質疑し、担当部長

は、「市長部局と協議し、検討したい」と答えました。 


